
 

今年もあとわずかとなりましたが、いかがお過ごしでしょうか。今回のたよりは、研究集会について

のお知らせです。各校での実践につながる研究集会を企画しました。多くのみなさまのご参加をお待ち

しています！  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

午前 全体会 10:00～12:30（受付 ９:30～） 

“学校らしさ”を超え、これからの学校の可能性を拓く 

      講 師：盛岡 栄市さん (大阪市立心和中学校 校長) 

 来校者に思わず「まるで学校ではないみたい！」という印象を抱かせる大阪市立心和中学校は、府内の

公立学校初の「学びの多様化学校」として 2024 年４月に開校しました。公教育として、不登校経験や不登

校傾向のある生徒を支えるために、既存の学校のあり方を根本から見直し、様々なアイデアを取り入れた

学習環境づくりに取り組まれています。 

 開校からおよそ１年、試行錯誤の中で積み重ねてこられた教育実践をお話しいただきます。府立学校に

おいても「学びの多様化学校」の設置は検討されており、今回の全体会はその先進事例に学ぶ貴重な機会

です。私たちが無意識のうちに抱いている学校像を問い直し、誰も取り残さない学校のあり方を一緒に考

えてみませんか？ 
 

児童・生徒たちの生きる現実
い ま

をとらえ直す学校・社会の創造 ～つながりを未来へのチカラに～ 
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日  時：2025 年 1 月 31 日（金）10：00～17：00 

（午前全体会受付 ９:30～、午後分科会受付 13:30～） 
 
会  場：府立市岡高等学校 
 
アクセス：JR 環状線・大阪メトロ中央線 

「弁天町」駅より東南東へ約 400ｍ 

 

 

 

 

 

 

★お願い 名札と上履きをご持参ください。 

     昼食は各自でご準備ください。 
 

別紙【申込用紙】に希望の分科会をご記入いただき、2025 年１月 23日（木）までに E-Mail、FAX、郵便 

または府庁逓送便でお申し込みください。 

資料代は￥1,000 です。 

※会場の受付にて現金でお支払いください。 

※大人教豊能大会へ参加された方は、その参加券に
ついている府立人研第 44 回研究集会参加券をお
持ちください。資料代が不要となります。 

JR

環
状
線  

約 150m 
約 250m 

市岡高校 



午後 分科会 14:00～17:00（受付 13:30～） 

第１分科会 第２分科会 第３分科会 

『学校に染まるな！』 

～「理想の学校」なんていらない～ 

こどもアドボカシー 

について考える 

～こどものエンパワメントや 

レジリエンスの視点から～ 

スマホ時代を生きる 

子どもたちへの支援 

対談：おおた としまささん 

   （教育ジャーナリスト） 

   池田 拓也さん 

   （灘中学校・灘高等学校）  

大阪教育センター附属高等学校 

府立布施北高等学校 

講師：中村 みどりさん  

  （Children’s Views & Voices 副代表） 

講師：冨田 幸子さん 

（ソーシャルメディア研究会チーフ研究員） 

 学校取材のスペシャリストである

教育ジャーナリストのおおたさんに

お越しいただき、灘中学校・灘高等学

校の池田さん、大阪府教育センター附

属高等学校、府立布施北高等学校との

対話形式で進める企画です。 

 講演タイトルは、おおたさんの著書

『学校に染まるな！ バカとルール

の無限増殖』(ちくまプリマー新書)を

もとにしています。学校の役割から、

教職員の役割、公教育の役割、受験に

ついて、不登校について、教育と社会

のかかわりについて、教育格差や体験

格差の議論まで、縦横無尽に語り尽く

していただきます。 

 日ごろおおたさんは学校を外から

見て論じています。おおたさんの視点

を知ることは、ふだん学校を中から見

ている教職員の視点を相対化する機

会となるはずです。 

＊書籍販売あり 

2023 年４月１日「こども家庭庁」

「こども基本法」がスタートし、日本

で初めての子どもの権利を包括的に

保障する法律が施行されました。一方

で、貧困や虐待、いじめや不登校等、

こどもたちを取り巻く状況は厳しく

もあります。 

おとなたちはいったいどれほど、こ

どもの心の声を聴けているでしょう

か？また、こどもたちにとって、相談

しやすいおとなのモデルってどんな

ものでしょうか？この分科会では、特

に社会的養護を必要とするこどもた

ちに日々関わって居場所づくりをお

こない、こどもたちの心の声を聴いて

ケアをされているソーシャルワー

カーさんをお招きします。 

実際にこどもたちから寄せられた

意見や声から相談しやすい環境やモ

デル、またこどもたちがエンパワメン

トやレジリエンスするためにおとな

ができること等について講演いただ

きます。いろいろな立場や役割でこど

もたちに関わる参加者のみなさんと

ともにこどもアドボカシーについて

考えを深める機会にしたいと思いま

す。 

海外では SNS の利用を規制する

法案が提出されました。世界全体が、

子どもたちの育成に与える SNS の

影響を危惧しています。日本におい

ては、GIGA スクール構想の中、小

学校低学年からタブレット等の端末

が活用されるようになり、スマホの

所持も年々低年齢化の傾向がみられ

ます。今や子どもたちの生活になく

てはならないものになっているスマ

ホ・インターネットですが、自分た

ちの生活を便利に、豊かにする反面、

SNSやゲームをめぐるトラブルも多

く起きています。 

とはいえ、スマホ・インターネッ

トのない世界に、私たちは逆戻りす

ることはできません。「スマホ・SNS

を利用するな」という指導も現実味

がありません。この分科会では、子

どもたちを取り巻いている今の社会

状況や子どもの SNS 利用の実態を

（オリジナル動画をもとに）まず大

人が知り、子どもたちとコミュニ

ケーションをどのように学んでいく

のか、子どもたちがネットやスマホ

だけに頼らない生活のあり方につい

て、学校ができることを先生方と一

緒に考えていきたいと思います。    

 

 

 

 

府立人研 大阪府立学校人権教育研究会 
〒533-0024 大阪市東淀川区柴島 1－7－106 府立柴島高等学校内 

（逓送便は「府立人研」とお書きください。） 

TEL・FAX ０６－６３２４－３８２２（直通）（お電話の場合は、火曜日にお願いします。） 

E - M a i l furitsujinken@nifty.com（お問い合せは、なるべくメールをご利用ください。） 

U R L http://furitsujinken.in.coocan.jp/ 
↑府立人研HP も 

チェックしてくださいね 

＊「府立人研だより」の掲示・配布をお願いいたします。各校の人権教育の充実にお役立ていただけましたら幸いです。＊ 

 


